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60万人が海水面よりも低い地域に暮ら

す東京近郊の海抜ゼロメートル地帯。こ

の居住人口は世界的に見ても特筆すべき

数字である。浸水被害等による甚大な被

害が想定され、そこで暮らすためには水

門や堤防・排水機場が必要となる。

問題を多く抱える地域に対して政府の

提唱した「スーパー堤防」という街を一

新する計画は、完成までに400年の歳月を

要し、現在は事業仕分けによって廃止さ

れている。

本計画では、低地の地形図と建物倒壊

危険度を足しあわせ、危険度の高い地域

を選定し、都市の余白を利用することで、

元の街と共に新たな街区を形成する。

需要に応じて伸び続ける「建築の力」

を、立体的な街区を形成する都市計画に

転換し、ゆっくりと街を改築してゆく。

東京近郊には海水面より低いところに住む人々が60万人もいる。だが、対策

は後手にまわりスーパー堤防などの整備が完了するには400年もかかるという。

作者はこの現実と対策を詳細に調査した上で、危険地域に堤防をつくるという

ような土木的な手法ではなく、具体的な場を設定、都市の空白と呼ぶ河川と平

行して走る首都高速高架を取り込んだ立体的な都市を建築として作り、ゆっく

りと都市を改築していくという壮大な提案を練り上げた。その都市（建築）は

高架をまたぎ、様々な施設を含有しつつ、水平垂直に成長する。

精緻で迫力のある模型と巨匠達が未来を描いていた時代を思い起こさせるよ

うなペンによる透視図など、巧みなプレゼには懐かしいものを感じさせノスタ

ルジックでさえある。

建築の制限される場に接地性の希薄なこれだけの構造物が建つことを想像す

るとそれはそれで様々な問題はある。しかし、危険な低地に住む多くの人々を

建築でなんとか救えたらという問題意識、建築に未来を投影し大きなテーマに

ひるむことなく、巧みな構成で具現化した非凡な才能にエールを送りたい。
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無邪気な子供に手を引かれ、たどり着いた先は世代をも越えた一族が集まっ

て暮らす習慣だった。インド、カルカッタで出会った貧しくも豊かに暮らす

人々。近年、急速なニュータウン化により高層マンションが建ち並びはじめた。

ここに地上から切り離された高層のイエではなく、路地空間の続く人と人とが

密接につながる土着な生活空間を考える。床、壁、天井に分解し、囲う割合の

異なる壁の作る空間の連続を床、天井がつなぐシステムを考える。閉じた場所

は存在しない。ドアも窓も建具もない。スラブはレベルを変えながらリズムを

つくり関係や視線を繋ぐ。これはインドのあったかい気候とそこにある土着的

な生活が生んだ大きなイエ。ここにある空間が人をつなげ、人と人を結ぶ。

世界中を旅したという作者が強く印象に残るカルカッタに場

所を定めた。近代化されつつある街中の余白のような場に人と

人をつなぐ、連続的で開放的な住居をつくる提案だ。空間を床

と壁、天井に分割、数段階の開口率の異なる壁面をある法則の

もとに操作しながらも流れるような豊かな空間をつくるという

コンセプトは魅力的な模型と合わせ十分に表現されている。

構造や工法を考慮しても現実的でありながら陳腐さはなく、

施工精度など望むべくもないに近い建て方でも魅力は変わらな

いのではとも思う。強い日差しのインドにあってこその形態で

もある。

身近な問題意識をテーマとしてとらえることが評価される傾

向の中、カルカッタというピンポイントの場をあえて強調する

ことが日常から遠い印象を与えてしまったかもしれない。ユニ

ットの秩序ある構成の説明に加えて、より人間に近いスケール

での説得力のある表現、地域性、素材感などが補完されればよ

りよい提案となったのではないだろうか。

しかし、作者の明るさと相まって、すがすがしい印象に残る

作品であることは間違いない。
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